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大
分
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
の

第
20
回
定
期
総
会
は
、
全
労
済
ソ

レ
イ
ユ
７
Ｆ
・
カ
ト
レ
ア
に
お
い

て
、
６
月
29
日（
水
）10
時
00
分
か

ら
役
員
・
代
議
員
あ
わ
せ
て
約
100

名
（
委
任
状
含
む
）
が
出
席
、
来

賓
に
は
、
大
分
県
商
工
労
働
部
審

議
官
・
首
藤
文
明
氏
、
社
民
党
大

分
県
連
合
代
表
・
重
野
安
正
氏
、

民
主
党
大
分
県
総
支
部
連
合
会
代

表
・
菅
正
雄
氏
の
三
氏
を
迎
え
る

中
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
門
口
事
務
局
次
長
の
司
会
、
米

田
副
会
長
の
開
会
挨
拶
に
始
ま
り
、

議
長
団
に
は
Ｊ
Ｐ
Ｕ
・
松
本
充
浩

代
議
員
、
東
芝
労
組
・
佐
藤
義
隆

代
議
員
の
２
名
を
選
出
、
議
長
の

総
会
成
立
宣
言
後
、
羽
明
省
三
会

長
の
主
催
者
代
表
挨
拶
に
引
き
続

い
て
三
氏
よ
り
来
賓
挨
拶
を
受
け
、

そ
の
後
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。 

　
加
盟
組
織
の
全
面
的
な
支
援
と

協
力
の
下
で
精
力
的
な
運
動
の
展

開
を
行
っ
て
き
た
２
０
０
４
年
度

の
活
動
報
告
・
会
計
決
算
報
告
・

監
査
報
告
が
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ

る
と
共
に
、
今
後
の
労
福
協
活
動

に
つ
い
て
は
、『
時
代
の
変
化
に

対
応
し
た
発
想
や
運
動
ス
タ
イ
ル

を
模
索
し
な
が
ら
自
己
改
革
に
取

り
組
み
、
そ
し
て
な
お
一
層
労
働

福
祉
事
業
団
体
と
の
連
携
を
強
め

な
が
ら
、
安
心
と
ゆ
と
り
あ
る
生

活
の
実
現
に
向
け
て
、
労
働
者
福

祉
運
動
の
真
価
を
発
揮
し
て
い
こ

う
。』
を
基
本
目
標
と
す
る
２
０

０
５
年
度
活
動
方
針
（
案
）・
予

算
（
案
）
が
そ
れ
ぞ
れ
満
場
一
致

で
確
認
・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
任
期
満
了
に
伴
う
２
０
０
５
年

度
の
役
員
選
出
に
つ
い
て
は
、
自

治
労
・
棚
村
和
秀
選
考
委
員
長
よ

り
、
選
出
経
過
の
報
告
と
幹
事
29

名
・
監
査
２
名
の
氏
名
が
発
表
さ

れ
、
満
場
の
拍
手
で
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
た
だ
ち
に

総
会
休
憩
・
05
年
度
第
１
回
幹
事

会
を
開
催
、
互
選
に
よ
り
羽
明
会

長
以
下
四
役
を
選
任
し
、
再
開
後

の
総
会
で
も
役
員
選
任
の
結
果
報

告
に
対
し
、
満
場
の
承
認
を
受
け

た
と
こ
ろ
で
す
。 

　
総
会
最
後
に
は
、『
21
世
紀
・

人
と
く
ら
し
、
環
境
に
優
し
い
福

祉
社
会
を
実
現
し
よ
う
！
』
と
の

メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
、
３
本
の

サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
採
択
さ
れ
、

南
副
会
長
の
挨
拶
で
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。 

氏　名 

羽 明 　 省 三  

岩 崎 　 正 文  

米 田 　 正 規  

高 橋 　 和 善  

南 　 征 一 郎  

藤 元 　 宏 紀  

足 立 　 勇 一  

齊 藤 　 忠 夫  

石 本 　 健 二  

門 口 　 幸 博  

園 田 　 英 雄  

岡 本 　 泰 良  

森 　 　 政 文  

嶋 崎 　 龍 生  

馬 場 　 徳 明  

藤 田 　 敏 博  

棚 村 　 和 秀  

脇 本 　 敏 行  

開 田 　 恵 三  

橋 本 　 敏 雄  

亀 井 　 弟 二  

挾 間 田 昌 治  

花 木 　 保 憲  

高 橋 　 哲 雄  

小 手 川 秀 雄  

亀 山 　 　 哲  

太 田 　 耕 作  

後 藤 　 俊 一  

舛 友 　 俊 一  

駒 居 　 利 宗  

衛 藤 　 　 光  

選出母体 

連 合 大 分  

連 合 大 分  

　 〃 　  

　 〃 　  

労 働 金 庫  

全 労 済  

県 生 協 連  

労 福 協  

連 合 大 分  

労 働 金 庫  

全 労 済  

連 合 大 分  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

労 働 金 庫  

全 労 済  

総 合 生 協  

県 生 協 連  

勤労者医療生協 

県 民 共 済 会  

連 合 大 分  

労 働 金 庫  

所属団体 

連 合 大 分  

日 教 組 ・ 高 教 組  

ＵＩゼンゼン同盟  

電 機 連 合  

九州労金大分県本部 

全労済大分県本部  

大 分 県 生 協 連  

大 分 県 労 福 協  

連 合 大 分  

九州労金大分県本部 

全労済大分県本部  

連 合 大 分  

日 教 組 ・ 県 教 組  

電 力 総 連  

Ｊ Ｐ Ｕ  

私 鉄 総 連  

自治労大分県本部  

自 動 車 総 連  

基 幹 労 連  

運 輸 労 連  

情 報 労 連  

化 学 総 連  

サービス流通連合  

九州労金大分県本部 

全労済大分県本部  

大 分 県 総 合 生 協  

大 分 県 生 協 連  

大分県勤労者医療生協 

大 分 県 民 共 済 会  

化 学 総 連  

九州労金大分県本部 

役職名 

会 長  

 

 

副 会 長  
（６名） 

 

 

事務局長 

事務局次長 
（３名） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

幹 事  
（18名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

会計監査 
（２名） 

大分県労働者福祉協議会・役員一覧表 2005年6月29日 

　
恒
例
に
な
っ
て
い
る
「
連

合
大
分
」
と
「
中
国
湖
北

省
総
工
会
」
と
の
定
期
交

流
に
つ
い
て
は
、
連
合
大

分
の
招
聘
に
よ
り
、
６
月

20
日（
月
）か
ら
26
日（
日
）

の
日
程
で
、
第
７
次
訪
日

団
・
何
団
長
以
下
８
名
の

方
々
が
来
県
さ
れ
ま
し
た
。 

　
訪
日
団
の
皆
さ
ん
は
、

連
日
企
業
や
団
体
へ
の
訪

問
・
見
学
そ
し
て
各
福
祉

事
業
団
体
や
連
合
大
分
と

の
意
見
交
換
な
ど
、
精
力

的
に
予
定
さ
れ
た
日
程
を

消
化
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

６
月
22
日（
水
）に
は
、
労

金
大
分
・
全
労
済
大
分
・
総
合
生

協
・
県
生
協
連
・
勤
労
者
医
療
生

協
・
県
民
共
済
会
・
労
働
福
祉
会

館
・
コ
ー
プ
商
事
な
ど
、
労
働
福

祉
事
業
団
体
と
県
労
福
協
が
主
催

す
る
『
歓
迎
宴
』
を
全
労
済
ソ
レ

イ
ユ
７
階
で
開
催
し
、
熱
烈
歓
迎

の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
と
こ
ろ

で
す
。 
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簡単な設問ですので奮ってご応募ください。 

・ハガキに、①、②それぞれの答えを書き、住 
　所、氏名、職場名を明記の上送付して下さい。 
・締め切り2005年７月31日消印有効。 
　正解者の中から抽選により、10名の方に図書 
　券をお送りします。 
　当選者発表は、機関紙64号 

〒870-0035　大分市中央町4丁目2番5号 
　大分県労働福祉会館（ソレイユ）6F 
大分県労働者福祉協議会編集委員会宛 

◎この機関紙へのご意見ご感想などお寄せ下さい。 

応 募 
方 法 

あ て 
先 

①  

フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
　 

②  

掛
金
・
一
生
涯 

＝
敬
称
略
＝ 

上
野
多
希
子（
竹
田
市
） 

松
本
い
づ
み（
豊
後
大
野
市

） 

河
野
　
洋
子（
佐
伯
市
） 

小
田
　
隆
子（
中
津
市
） 

荒
金
　
正
則（
別
府
市
） 

川
野
　
京
子（
大
分
市
） 

甲
斐
　
順
子（
湯
布
院
町
） 

宮
城
美
千
代（
日
田
市
） 

神
田
　
民
子（
杵
築
市
） 

佐
藤
　
祐
二（
別
府
市
） 

機
関
紙
62
号
の
第
19
回
ク
イ
ズ
に
多

数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
厳
正
な
抽
選
の
結
果
、

次
の
10
名
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
貴
重
な
ご
意
見
ご
感
想
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
恒
例
の
中
央
労
福
協
主
催
の
全

国
研
修
集
会
が
６
月
２
〜
３
日
の

日
程
で
、
今
回
は
「
団
塊
世
代
の

定
年
と
労
福
協
加
盟
の
各
団
体
へ

の
影
響
」、
そ
し
て
「
環
境
問
題

と
り
わ
け
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
」

の
２
つ
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、

連
合
愛
知
や
愛
知
県
労
福
協
が
全

面
的
に
支
援
・
協
力
し
て
い
る
『
愛

知
万
博
』
開
催
中
の
愛
知
県
名
古

屋
市
で
の
集
会
と
な
り
ま
し
た
。 

　
日
程
１
日
目
に
は
、
芥
川
賞
作

家
・
三
田
誠
広
氏
に
よ
る
リ
タ
イ

ア
後
の
生
活
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

中
心
と
し
た
「
団
塊
老
人
の
明
る

い
未
来
」
と
、
日
本
自
然
保
護
協

会
参
与
・
今
井
信
五
氏
に
よ
る
自

然
保
護
は
自
然
観
察
か
ら
は
じ
ま

る
と
い
う
「
な
ぜ
今
、
自
然
保
護

な
の
か
」
と
題
す
る
基
調
講
演
を

受
け
、
今
回
テ
ー
マ
に
対
す
る
認

識
を
深
め
た
と
こ
ろ
で
す
。 

　
２
日
目
に
は
、
第
１
分
科
会
「
エ

イ
ジ
レ
ス
社
会
へ
の
挑
戦
」
と
第

２
分
科
会
「
な
ぜ
今
自
然
保
護
な

の
か 

│
私
た
ち
の
取
り
組
み
│
」

の
分
科
会
形
式
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
講
演
が
開
催
さ

れ
、
こ
の
種
の
運
動
を
展
開
さ
れ

て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
自
然
保
護
協
会

の
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
、
具
体
的
な

取
り
組
み
経
過
や
考
え
方
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
中
央
研
究
集
会
に
は
、
各

県
労
福
協
を
中
心
に
各
事
業
団
体

や
労
働
組
合
か
ら
総
勢
270
名
余
が

出
席
し
、
大
分
県
労
福
協
か
ら
は
、

中
央
労
福
協
か
ら
の
要
請
も
あ
り

羽
明
会
長
、
南
副
会
長
（
労
金
大

分
県
本
部
長
）、
藤
元
副
会
長
（
全

労
済
大
分
県
理
事
長
）、
齋
藤
事

務
局
長
、
穴
見
職
員
の
５
名
で
対

応
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

　海老名香葉子さん（故・林家三平師匠の奥さん）自らの戦争体験をベー
スにした原作が戦後60年記念・長編アニメ映画「あした元気にな～れ！ 
─半分のさつまいも─」として製作され、７月16日から８月21日の間、
県内の各地域で上映会が開催されます。大分県労福協もこの上映会には
後援団体として名を連ねており、ご家族づれで是非ご鑑賞下さい。また、
８月27日（土）には、連合大分主催による『平和行動 in 大分』の取り組み
として全労済ソレイユ７階での上映会（入場無料）が予定されております。 

上
映
会
の
ご
案
内 
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５
月
30
日
、
理
事
20
名
・
監
事

３
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
２
０

０
４
年
度
の
第
５
回
理
事
会
開
催

し
ま
し
た
。
報
告
事
項
と
し
て
、

①
会
議
開
催
状
況
報
告
、
②
給
付

実
績
、
③
第
３
四
半
期
予
算
・
実

績
差
異
報
告
、
④
共
済
事
業
の
進

捗
状
況
、
⑤
介
護
事
業
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
の
報
告
を
行
い
、
質

問
は
あ
り
ま
し
た
が
全
員
異
議
な

く
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
協
議
事
項
で
は
、
①
理
事
の
変

更
、
②
２
０
０
５
年
度
県
本
部
役

員
全
県
区
理
事
定
数
の
確
認
、
③

２
０
０
５
年
度
通
常
総
代
会
、
④

２
０
０
５
年
度
６
・
７
月
期
暫
定

管
理
費
予
算
の
設
定
、
⑤
共
済
事

業
の
活
動
計
画
、
⑥
介
護
事
業
の

活
動
計
画
、
⑦
そ
の
他
に
つ
い
て

の
提
案
を
行
い
全
員
異
議
な
く
承

認
さ
れ
ま
し
た
。 

介護なんでも相談 
“全労済在宅介護サービスセンターおおいた”では、「介護なん
でも相談」（無料）を受け付けています。介護に関するお悩みは、
なんでもお気軽にご相談ください。 

全労済では「人間らしい豊かな暮らしの創造」に向けて、各種共済
だけにとどまらず、地域福祉活動に積極的に取り組んでいます。 
介護を受ける人、介護を担う人。介護問題に直面するすべての人を、
たすけあいの精神で応援しています。 

高齢者の方が、生きがいをもって送れる生活。 
その自立をサポートするために、非営利団体の全労済だからこそ可能な 
「心のこもったきめ細かいサービス」と「安心」をご提供しています。 

①介護保険の適用を受けるには？ 
②ヘルパーを頼みたい 
③遠く離れた親の介護が心配！ 

１．募集人員 
２．募集期間 
３．研修期間 
 
４．受講費用 
 
５．応募要領 
 
 
６．研修場所 

30名 
６月13日（月）～７月15日（金）必着 
2005年８月24日（水）～2005年12月28日（水） 
●講義は、毎週２～３日程度 
50,000円（テキスト代・実習費用含む） 
●交通費・食事代等個人的費用は含みません。 
必要事項〈氏名（フリガナ）・生年月日・住所・電話番号・志望の
理由（様式を問わず200字程度）〉を記入し、封書による応募。 
●応募者多数の場合は、抽選による。 
講義：全労済ソレイユ 
実技：大分県社会福祉介護研修センター・全労済ソレイユ 
実習：特別養護老人ホーム　庄の原苑（大分市庄の原） 
　　  特別養護老人ホーム　玉光苑（大分市大字市） 
　　  大分市社会福祉協議会 在宅福祉サービスセンター（大分市金池南） 
　　  全労済在宅介護サービスセンター（大分市中央町） 他 
●研修場所は、都合により変更となる場合があります。 

2005年度ホームヘルパー養成講座開催要項 

　全労済大分県本部（大分県総合生協）の組合員とその家族で全日程
（通算132時間）受講可能な方に限ります。 

　高齢社会を迎え、少子化・核家族化など高齢者を取り巻く環
境が厳しくなる中、高齢者が自立し、住みなれた地域社会の中
で安心して暮らしていくためにサポートをする人材の育成・拡
充が将来にわたり求められています。 
　こうした環境において全労済大分県本部では、組合員サービ
スの向上と社会貢献事業の一環として、一定の技能・知識を身
に付け、在宅介護にサービス活動のできる人材「ホームヘルパー
（訪問介護員）」を、介護保険法令により養成しています。 

申込みの際にいただきました個人情報につきましては、全労済からのホー
ムヘルパー養成講座関連・介護関連のご連絡・お知らせ等に限って使用
させていただきます。 

個人情報
 

について
 

お問い合わせは、全労済在宅介護サービスセンターまで 
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去
る
５
月
30
日
11
時
00
分
よ
り
、

ソ
レ
イ
ユ
５
階
に
お
い
て
２
０
０

４
年
度
第
５
回
理
事
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
協
議
事
項
の
主
な
内
容

は
①
理
事
の
変
更
に
つ
い
て
②
２

０
０
５
年
度
総
合
生
協
役
員
理
事

定
数
の
確
認
に
つ
い
て
③
２
０
０

５
年
度
通
常
総
会
の
開
催
に
つ
い

て
④
住
宅
事
業
の
活
動
計
画
④
旅

行
事
業
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
の

提
案
を
行
な
い
、
い
ず
れ
も
満
場

一
致
で
承
認
を
い
た
だ
き
ま
い
た
。 

 

住
宅
事
業
の 

活
動
計
画
に
つ
い
て 

 

　
建
売
住
宅
及
び
注
文
住
宅
の
完

成
見
学
会
を
開
催
し
、
宅
地
分
譲

30
区
画
（
そ
の
内
住
宅
建
設
を
20

戸
）
の
販
売
に
取
組
み
ま
す
。 

 

旅
行
事
業
の 

活
動
計
画
に
つ
い
て 

 

　
年
間
販
売
目
標
を
８
０
０
、０

０
０
、０
０
０
円
と
設
定
し
ま
す
。 

　
目
標
の
完
全
達
成
と
黒
字
基
調

へ
の
転
換
を
図
り
、
安
定
的
な
経

営
基
盤
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。 

と
　
き
‥
２
０
０
５
年 

　
　
　
　
７
月
28
日
（
木
） 

　
　
　
　
13
時
30
分
よ
り 

と
こ
ろ
‥
全
労
済
ソ
レ
イ
ユ 

　
　
　
　
７
階「
カ
ト
レ
ア
の
間
」 

　2005年５月29日（日）、大分市の新日鐵明野体育館において、「SOGO 
SEIKYOカップ 第13回大分県小学生ドッジボール選手権大会」を開催
し、県下各地から24チーム・430名が参加して熱戦が繰り広げられま
した。予選リーグを勝ち上がった16チームによる決勝トーナメントの
結果、中津市の「オオハタブレイカーズ」が優勝を 
飾りました。２位以下については次のとおりでした。 



 

　
今
年
度
は
、
大
分
県
総
合
生
協

の
共
済
事
業
部
が
、
全
労
済
に
事

業
統
合
し
て
三
年
目
と
な
り
、
こ

れ
ま
で
県
民
共
済
会
は
、
総
合
生

協
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
事
業
を
行

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
独
立
し
た

労
働
福
祉
団
体
と
し
て
独
自
の
事

業
を
展
開
し
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
小
規
模
団
体
の
特
長

を
生
か
し
、
キ
メ
細
や
か
な
サ
ー

ビ
ス
、
効
率
的
な
事
業
推
進
及
び

運
営
を
行
い
、
皆
様
か
ら
頼
り
に

さ
れ
る
県
民
共
済
会
を
め
ざ
し
ま

す
。 

◆
新
介
護
共
済 

　
（
下
記
参
照
） 

◆
医
療
扶
助
共
済 

　
独
立
し
た
労
働
福
祉
団
体
と
し

て
、
全
労
済
セ
ッ
ト
共
済
の
枠
を

超
え
た
、
推
進
及
び
運
営
を
行
な

い
ま
す
。 

◆
冠
婚
葬
祭
共
済 

　
こ
れ
ま
で
通
り
、
全
労
済
セ
ッ

ト
共
済
に
付
帯
し
た
共
済
と
し
て
、

運
営
し
ま
す
。（
二
〇
〇
六
年
度

よ
り
、
独
自
で
運
営
す
る
予
定
） 
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新介護共済の概要（1口あたり） 

※要介護度とは、公的介護保険の認定によるものとなります。 
※健康祝金はそれまでに共済金を受け取らなかった事が条件となります。 

　
左
表
の
通
り
、
従
来
制
度
の
本

人
保
障
部
分
の
「
基
本
契
約
」・「
夫

婦
特
約
」・「
保
障
優
先
」
は
、
新

制
度
へ
契
約
移
行
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。 

　
契
約
移
行
に
際
し
て
は
、
規
約

上
の
解
約
返
戻
金
に
移
行
協
力
金

を
上
積
み
し
、
払
込
掛
金
を
保
証

し
た
上
で
そ
の
原
資
を
新
制
度
へ

組
み
込
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

　
く
わ
し
く
は
、
所
属
の
協
力
団

体
を
通
し
て
、
ご
案
内
い
た
し
ま

す
。（
契
約
移
行
時
期
は
二
〇
〇
六

年
二
月
一
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
） 

保障内容 

初期費用共済金 

軽度介護一時金 

介 護 共 済 金 

健　康　祝　金 

死 亡 見 舞 金 

支払基準 

要介護度１以上 

要介護度２以上 

要介護度３以上または同等 

満80歳になったら 

満80歳以前に死亡したら 

共済金額 

６万円（１回限り） 

30万円（１回限り） 

月額３万円（一生涯） 

10万円（１回限り） 

10万円 

 

20歳 

30歳 

40歳 

50歳 

60歳 

70歳 

75歳 

 

￥  1,970 

￥  2,520 

￥  3,390 

￥  4,860 

￥  7,560 

￥12,420 

￥16,380

月掛金（女性）  

20歳 

30歳 

40歳 

50歳 

60歳 

70歳 

75歳 

 

￥  1,840 

￥  2,240 

￥  2,810 

￥  3,740 

￥  5,330 

￥  7,940 

￥10,130

月掛金（男性） 

NEWアンド・アンドA 

基本契約型 

保障優先型 

まごころ特約 

更新型医療 

初期支援型 

 

新制度へ移行 

新制度へ移行 

現行通り 

現行通り 

現行通り 

ア　ン　ド  

基本契約 

夫婦特約 

親子特約 

特約医療 

 

新制度へ移行 

新制度へ移行 

現行通り 

現行通り 

左
記
内
容
に
て
第
３
回
理
事
会
で
決
定

し
、
新
制
度
お
よ
び
移
行
案
を
全
契
約

者
に
提
示
し
ま
す
。 

　1992年に販売を開始した介護年金共済は、急激な少
子化と長期に亘るゼロ金利の経済状況という予測しがた
い環境の変化により、予定金利に対応する運用収益を確
保することができず、経過してきました。 
　そこで、総合生協の共済事業部が全労済へ事業統合す
ることに伴い、全労済の「介護プラン」への解約・新規
加入を検討しましたが、高齢加入者の移行が適わないな
ど障害が大きく、断念せざるを得ませんでした。 
　また、加入協力団体の皆様からは、制度を改正するこ
とで、何とかこれまで通り、県民共済会で続けてほしい
というご意見をいただき、ご契約者の皆様の権益を守る

ためにも、新制度を開発することを決断しました。 
　新制度は、将来も安定的に運営できるよう、専門家「中
央青山監査法人」所属のアクチュアリー（保険数理計理
士）の監修によるものです。 
　また、今回の新しい制度は、改正保険業法の掛金算出
及び責任準備金積み立て額の妥当性等への対応にも耐え
うる制度となりました。 
　つきましては、安心・安全・安定な制度ですので、こ
れまでのご契約者の皆様には、特段のご理解とご協力を
お願いいたします。 
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今年は、終戦60年県生協連主催平和記念大会として開催されます。 
　●日　時　８月20日（土） 
　　　　　　10：30～13：05 
　●会　場　大分県立芸術会館 
　●テーマ　「親子で考える平和のつどい」 
　●内　容　１．コーラス 
　　　　　　　　（県医療生協より） 
　　　　　　２．「平和」の作文表彰 
　　　　　　３．ナガサキ行動の発表 
　　　　　　　　と最優秀作文の発表 
　　　　　　４．朗読劇「月光の夏」 
　●その他 
　・入場は無料ですが、整理券が必要
　　となります。整理券の申し込みは、
　　各センター、店鋪まで 
　・託児所はあります。 
　　（おやつ代と　して100円） 
　※必ず事前の申し込みをお願いしま
　　す。 
　・交通費は支給します。 
　・昼食はありません。 
　※毎年行なっておりました「平和行
　　進」「長崎行動参加者壮行会」は中
　　止します。 

※個人情報保護法に基づき、個人情報は、上記目的以外に使用しません。 

　
第
52
回
県
連
通
常
総
会
は
、
６

月
29
日（
水
）に
全
労
済
会
館
「
ソ

レ
イ
ユ
」
に
お
い
て
、
加
盟
生
協

か
ら
代
議
員
50
名
、
県
連
役
員
15

名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
総
会
は
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の

松
尾
菊
恵
さ
ん
が
議
長
と
な
り
、

最
初
に
県
連
足
立
会
長
よ
り
、「
組

合
員
の
ニ
ー
ズ
に
い
か
に
応
え
ら

れ
る
か
、
組
合
員
の
家
庭
と
直
結

す
る
生
協
に
な
る
こ
と
が
重
要
で
、

組
合
員
の
信
頼
に
こ
た
え
ら
れ
る

も
の
に
な
っ
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
イ
ラ
ク
戦
争
や
北

朝
鮮
の
核
開
発
の
動
き
も
危
惧
さ

れ
る
平
和
問
題
、
地
球
温
暖
化
等

に
よ
る
環
境
破
壊
問
題
、
食
の
安

全
問
題
、
消
費
者
政
策
等
、
こ
れ

か
ら
都
道
府
県
等
の
行
政
の
中
で

ど
う
生
か
さ
れ
て
行
く
の
か
、
山

積
す
る
課
題
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、

こ
う
ゆ
う
時
期
で
あ
る
か
ら
こ
そ

会
員
生
協
や
加
盟
す
る
組
合
員
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ゆ
け

ば
、
将
来
に
明
る
い
展
望
が
開
け

る
。
そ
の
た
め
に
努
力
を
惜
し
ま

ず
が
ん
ば
ろ
う
。」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。 

　
引
き
続
き
、
来
賓
と
し
て
出
席

い
た
だ
き
ま
し
た
大
分
県
生
活
環

境
部
県
民
生
活
・
男
女
共
同
参
画

課
、
宮
成
公
則
課
長
、
日
本
生
協

連
九
州
地
連
、
丹
敬
二
事
務
局
長
、

大
分
県
労
福
協
、
齊
藤
忠
夫
事
務

局
長
、
小
野
弘
利
大
分
県
議
会
議

員
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
議
案

審
議
に
は
い
り
ま
し
た
。 

　
第
１
号
議
案
で
は
、
２
０
０
４

年
度
の
活
動
報
告
と
決
算
報
告
、

監
査
報
告
、
剰
余
金
処
分
案
に
つ

い
て
太
田
専
務
理
事
と
後
藤
監
事

か
ら
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
第
２
号
議
案
で
は
、
２
０
０
５

年
度
の
活
動
計
画
と
収
支
予
算
書

が
提
案
さ
れ
、
２
０
０
３
年
度
の

基
調
方
針
、
重
点
方
針
と
課
題
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
第
３
号
議
案
で
は
、
役
員
補
充

選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
以
下
、
２
０
０
５
年
度
の
基
調

方
針
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
り
ま

す
。 

  

１
、
会
員
生
協
の
活
動
支
援
、
援

　
助
す
る
機
能
・
役
割
を
強
め
ま

　
す
。 

２
、
県
行
政
と
の
関
係
づ
く
り
と

　
関
係
強
化
を
進
め
る
機
能
・
役

　
割
を
強
め
ま
す
。 

３
、
く
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
づ

　
く
り
の
た
め
、
生
協
以
外
の
団

　
体
と
の
連
携
、
相
互
理
解
を
進

　
め
る
機
能
・
役
割
を
強
め
ま
す
。 

４
、
生
協
活
動
を
広
く
知
っ
て
も

　
ら
う
た
め
、
広
報
・
渉
外
活
動

　
を
強
め
ま
す
。 

５
、
機
関
会
議
や
委
員
会
の
充
実

　
を
は
か
り
ま
す
。 
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大
分
協
和
病
院
の
医
師
を
中
心

に
人
工
呼
吸
器
の
患
者
の
痰
の
自

動
吸
引
器
の
開
発
に
世
界
で
初
め

て
成
功
し
た
と
い
う
朗
報
の
な
か

で
第
24
回
の
通
常
総
代
会
が
５
月

29
日
に
「
ソ
レ
イ
ユ
」
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

　
２
０
０
４
年
度
は
、
03
年
か
ら

の
健
康
保
険
本
人
の
自
己
負
担
の

ア
ッ
プ
な
ど
に
よ
り
、
厳
し
い
事

業
運
営
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
組
合
員
や
利
用
者
の
協
力
の

も
と
若
干
と
は
い
え
事
業
量
の
伸

び
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

　
し
か
し
、
新
規
組
織
員
の
加
入

な
ど
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
で
は

多
く
の
加
入
の
一
方
で
、
組
合
の

解
散
等
の
影
響
で
組
合
員
総
数
は

減
員
し
、
出
資
金
総
額
も
減
額
と

い
う
厳
し
い
結
果
に
な
り
ま
し
た
。 

　
05
年
度
は
小
泉
構
造
改
革
の
総

仕
上
げ
と
し
て
社
会
保
障
制
度
全

般
の
見
直
し
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
と
く
に
06
年
か
ら
の
診
療
報

酬
改
定
や
介
護
保
険
制
度
と
報
酬

見
直
し
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
医

療
生
協
と
し
て
早
急
な
対
策
が
必

要
で
あ
る
こ
と
も
確
認
し
ま
し
た
。 

　
い
ま
、
医
療
機
関
に
は
個
人
情

報
保
護
や
医
療
安
全
体
制
の
構
築

な
ど
、
よ
り
厳
格
な
「
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
確

立
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
う
し

た
基
本
を
踏
ま
え
て
役
員
、
職
員

が
総
参
加
で
多
く
の
課
題
の
克
服

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。 

　仕事の上でケガをしたのに会社は労災として扱って

くれない。じん肺や振動病ではないかと心配だがどう

したらいのか分からない。家族や仲間のメンタルヘル

スの問題を相談したい。…など、さまざまなことをお

受けしているのが（社）大分県勤労者安全センターです。 

　現在は、大分協和病院の一角に事務所を置いていま

すが、地域からの相談も多いことから６月より月に１

回、県南方面での出張相談を行うことにしました。 

　相談は専門の相談員が行い、すべて無料です。もち

ろん個人の秘密は固く守られます。内容によっては勤

労者医療生協医師団との相談も可能で、必要があれば

検診等も行います。 

　
６
月
12
日
に
東
京
で
あ
っ
た
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
（
10 
km
）
で
出
場
し
た

市
民
ラ
ン
ナ
ー
が
相
次
い
で
倒
れ
、

21
人
が
病
院
に
運
ば
れ
ま
し
た
。 

　
診
断
結
果
は
ほ
と
ん
ど
が
熱
中

症
で
、
気
温
で
は
真
夏
よ
り
低
い

６
月
に
ど
う
し
て
こ
れ
だ
け
多
く

人
が
倒
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
京
都
府
立
医
科
大
の
運
動
生
理

学
の
専
門
科
の
森
本
名
誉
教
授
は

「
地
面
に
水
分
が
多
い
こ
の
時
期

は
、
気
温
が
上
が
る
と
湿
度
も
急

激
に
上
が
り
、
汗
を
か
い
て
も
熱

が
発
散
さ
れ
ず
に
体
に
こ
も
る
」

と
い
う
こ
と
で
６
月
は
熱
中
症
の

意
外
な
落
と
し
穴
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

　
50
人
以
上
が
倒
れ
、
３
人
が
亡

く
な
っ
た
78
年
の
「
福
島
市
民
マ

ラ
ソ
ン
」
は
６
月
18
日
。
19
才
の

男
性
ら
２
人
が
熱
中
症
で
死
亡
し

た
96
年
の
「
美
浜
・
五
木
ひ
ろ
し

マ
ラ
ソ
ン
」
は
６
月
16
日
で
し
た
。 

　
森
本
名
誉
教
授
は
熱
中
症
の
予

防
に
は
、
気
温
だ
け
で
な
く
湿
度

を
含
め
た
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
と
い
う
指
標

を
目
安
に
す
る
の
が
有
効
と
い
っ

て
い
ま
す
。 

　
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
は
「
暑
熱
環
境
指
標
」

と
訳
さ
れ
、
暑
さ
や
湿
度
な
ど
が

平
熱
を
保
と
う
と
す
る
機
能
を
ど

の
程
度
妨
げ
る
か
を
表
す
も
の
で
、

最
近
は
手
軽
に
計
測
で
き
る
機
器

も
５
万
円
前
後
で
市
販
さ
れ
、
ス

ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
炎
天
下
の
工

事
を
抱
え
る
建
築
業
界
な
ど
に
も

使
用
が
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。 
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大
分
県
本
部
長  

南  

征
一
郎 

　
九
州
労
働
金
庫
第
四
回
通
常
総

会
も
会
員
皆
様
に
よ
る
地
区
会
員

全
体
会
議
の
開
催
と
真
摯
な
論
議
、

ご
協
力
に
よ
っ
て
終
了
で
き
ま
し

た
こ
と
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

　
さ
て
、
勤
労
者
の
環
境
は
、
少

子
高
齢
化
時
代
の
到
来
で
国
民
福

祉
の
切
り
捨
て
や
熟
練
労
働
者
不

足
に
よ
る
国
際
競
争
力
の
弱
体
、

雇
用
形
態
の
多
様
化
に
よ
る
労
組

組
織
率
の
低
下
、
Ｉ
Ｃ
技
術
の
進

化
で
生
産
部
門
ロ
ボ
ッ
ト
化
に
よ

る
雇
用
不
安
の
増
大
等
々
、
ま
す

ま
す
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
時
代

の
流
れ
は
日
々
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。 

　
こ
の
様
な
中
、
労
働
金
庫
は
、

第
二
期
中
期
（
三
カ
年
）
計
画
ス

タ
ー
ト
の
年
度
と
し
て
、
今
後
の

労
金
運
動
（
福
祉
金
融
機
関
）
の

基
盤
を
よ
り
強
固
に
し
、
会
員
組

合
の
自
主
福
祉
運
動
の
発
展
と
飛

躍
を
図
る
た
め
に
は
、
二
〇
〇
五

年
度
事
業
目
標
の
達
成
は
不
可
欠

で
あ
り
、
会
員
・
組
合
員
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
左
記
活
動
を
重
点
に

取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

一
、
健
全
経
営
の
堅
持 

　
●
収
支
計
画
の
達
成 

二
、
し
あ
わ
せ
創
造
運
動
の
継
続 

　
●
生
活
設
計
・
生
活
改
善
・ 

　
　
生
活
防
衛
の
提
案 

三
、
労
金
運
動
継
承
者
の
育
成 

　
●
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ 

　
　
　
　
　
　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

四
、
地
区
推
進
機
構
と
の
連
携 

　
●
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
、 

　
　
地
区
活
動
の
実
施 

以
　
上 

2005年度九州労働金庫役員 

2005年度 ３月末概況 

総役員数　理事27名 監事5名 

総
括
本
部 

県
本
部
関
係
者 

理 事 長  

専 務 理 事  

専 務 理 事  

常 務 理 事  

非常勤理事 

非常勤理事 

村 上 　 　 守  

堀 　 　 典 義  

服 部 　 道 徳  

南 　 征 一 郎  

羽 明 　 省 三  

花 木 　 保 徳  

（自治労福岡県本部） 

（大分県職員労組） 

（員外・宮崎県） 

（大分県教組） 

（連合大分） 

（トキハ労組） 

役 職 名 氏　　名 

会 員 数  

構 成 員 数  

店 鋪 数  

職 員 数  

出 資 金 残 高  

預 金 残 高  

貸 出 金 残 高  

6,721団体 

842千名 

96店鋪 

1,243名 

9,089百万円 

14,961億円 

9,766億円 

　
九
州
労
働
金
庫
（
理
事
長
　
村

上
　
守
）
は
六
月
二
十
七
日
に
ア

ク
ロ
ス
福
岡
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
（
福

岡
市
中
央
区
）
で
、
第
四
回
通
常

総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

　
開
会
に
あ
た
り
村
上
理
事
長
よ

り
挨
拶
を
行
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
点
か
ら
昨
今
の
日
本
経
済
情
勢

の
課
題
と
し
て
労
働
政
策
の
重
要

性
を
訴
え
、
九
州
労
金
と
し
て
の

改
革
・
改
善
に
向
け
た
重
点
課
題 

一
、
業
務
改
善
計
画
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
確
実
な
実
施 

二
、
経
営
改
革
と
収
益
性
の 

　
　
　
　
　
改
善
に
向
け
た
活
動 

　
　
①
改
革
の
課
題
と
視
点
の
明

　
　
　
確
化 

　
　
②
新
し
い
会
員
関
係
の
構
築 

三
、
各
労
働
団
体
、
福
祉
事
業 

　
　
　
　
団
体
の
連
携
の
再
構
築 

四
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
社
会
的
責
任
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
果
た
す 

五
、
日
本
労
働
金
庫
創
設
へ
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
応 

と
共
に
、
第
三
回
通
常
総
会
で
確

認
し
た
「
新
生
九
州
ろ
う
き
ん
」

の
構
築
、
実
現
に
向
け
て
役
職
員

が
一
体
で
懸
命
に
努
力
し
て
い
る

こ
と
へ
の
、
会
員
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
求
め
、
働
く
人
の
福
祉
金

融
機
関
と
し

て
の
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。 

　
こ
の
後
、

議
案
の
提
案
、

審
議
を
行
い
、

第
一
号
か
ら

第
七
号
議
案

ま
で
全
て
満

場
一
致
に
よ

る
承
認
を
い

た
だ
き
、
第

二
期
中
期
計

画
の
初
年
度

と
な
る
二
〇

〇
五
年
度
活

動
の
ス
タ
ー

ト
と
労
金
運
動
の
躍
進
を
確
認
し

て
総
会
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 


